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⾼齢化社会と切っても切り離せない『認知症』
住み慣れた環境での暮らしを⼤切にしながら毎⽇を送れるように・・・。

稲沢市⺠病院は、『認知ケアチーム』を中⼼に地域で認知症ケアに取り組んでいます。
まずは、⼀⼈⼀⼈が知ることから始めませんか？



がん⽀援相談s

認知症ケアでは、いかに認知症の患者さんへの
理解を深めることができるかが重要です。
認知症の⽅に現れる症状として、⼤きく分けて
□ 精神症状（不安、焦燥、妄想など）
□ ⾏動症状（徘徊、多動、暴⾔暴⼒など）
がありますが、これらは全ての認知症の患者さ
んに同じように⾒られるものではなく、⽣活環
境や周囲の対応の仕⽅などで現れ⽅が変化しま
す。このような症状を出現させないために
いつ・どこで・どんな時に症状が現れるのかを
認知症の患者さんごとに理解し、対応を考えて
いく必要があるのです。そのため認知症ケア
チームは、認知症看護認定看護師を中⼼とした
看護師をはじめ、⽼年内科医師、社会福祉⼠、
リハビリスタッフ、薬剤師など多職種のスタッ
フが参加し、協働することで、各専⾨分野の視
点で認知症症状の進⾏を予防し、⾝体疾患の治
療を円滑に受けられれるようにチームが中⼼と
なり院内全体で認知症ケアに取り組んでいます。

認知症×⽀援

稲沢市⺠病院 認知症サポートチーム

認知症を知ろう
稲沢市⺠病院は、⾼齢化社会と切っても切り離せない「認知症のケア」に積極的に取り組んでいます。

当院の地域包括ケア病棟と転倒⾻折センター
では、⼊院患者さんの眠りを可視化していま
す。睡眠において、夜間（特に1時〜5時くら
いの間）しっかりと寝られているかどうかが
重要なポイントです。その時間帯に覚醒して
しまったり、夜間せん妄を起こしてしまった
りすると、治療の妨げになったり、⽇中への
活動状況に影響を及ぼします。そこで、多職
種からなる『認知症サポートチーム』では睡
眠の状態をモニタリングしながら、⽇中の⽣
活状況への助⾔や必要に応じて薬剤の変更・
調整などを⾏っています。
体動センサー付きベッドでモニタリングした
データを元に眠りの質の向上に努めています。

認知症×睡眠

認知症×⽣活

認知症看護認定看護師

超⾼齢化社会において認知症の専⾨的な知識を
持つ認知症看護認定看護師の需要は⾼まってい
ます。認知症の患者さんの対応で、現場のス
タッフや患者さんのご家族が、対応に困ってい
るケースは珍しくありません。
そんなときに認知症看護認定看護師はその患者
さんにとって適切なケアを⼀緒に考える存在と
して活躍します。
当院の認知症看護認定看護師である⽥中看護師
は、実際に患者さん⾃⾝が現場のスタッフやご
家族の対応に混乱して、怒ってしまったり、お
互いの思いが通じ合わず、困り果ててしまう
ケースがあります。そんな場⾯で⽥中さんが、
患者さんに話しかけると患者さんが笑顔になり、
穏やかにお話されることが何度かありました。
何か魔法の⾔葉でもあるのでしょうか？
⽥中さんは⾔います。「魔法の⾔葉がけなんて
ありません。私が⼀番⼤切にしていることは、
患者さん⾃⾝のことを想う気持ち。本⼈の思い
を尊重することです。認知症だから、という先
⼊観を持たず⼀⼈の⼈間として向き合います。
その⽅を尊重して、その⽅⾃⾝の視点や⽴場を
想像して理解しようとします。これからも⽣ま
れ育った稲沢の⼟地で地域に密着した認知症の
ケアに更に取り組んでいきたいと思っています。
『認知症外来』の担当もしていますので、ぜひ
お困りの際はご相談ください。」

患者さんにとって、治療や療養のための⼊院
⽣活は必要なものです。その⼀⽅で、普段の
⽣活とリズムが違うことによりストレスが⽣
じやすく、夜間の不眠や情緒の不安定、⼀時
的な認知障害を招く原因になることがありま
す。⼊院⽣活の中で、ほんの数時間でもベッ
ドを離れ、治療を忘れて穏やかな⼊院⽣活を
過ごしていただくために、⽇中の時間を利⽤
し、スタッフにより企画されたさまざまな⾏
事、催しもの（体操、ゲーム、貼り絵、⼯作
など）に患者さんが参加することを「院内デ
イ」と称します。いわゆるデイサービスの院
内版といえるものです。当院では、⼊院患者
さんを対象に週1回1時間程、院内デイケアを
開催しています。スタッフだけでなく、患者
さん同⼠の交流を通して楽しみながらリハビ
リできる環境の提供をしています。

-⽥中看護師が⼀番⼤切にしていること-

院内デイではさまざまなレクリエーションを開催

毎週⽊曜⽇の認知症ケアチームのラウンド

モニタリングしている眠りの記録で睡眠の質を検討中

⽼年内科の診察の様⼦


